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期時系列データ（1987～2011年）の解析を行った。さらに、Takatani et al. (2012) による 137E線の結果
と比較した。165E線における O2の長期変動は、緯度や密度面毎に傾向が異なっていた。代表的な水塊を含
み、O2減少が顕著な 25°N–30°Nに着目すると、北太平洋亜熱帯モード水（NPSTMW）に相当する密度 25.3σθ




する。北太平洋中層水（NPIW）においても、O2は長期的に減少していた（-0.44 ± 0.14 µmol kg-1 yr-1）。










ク海中層水で O2減少が減少し、ブッソル海峡における diapycnal混合によって 27.5σθまで伝えられたもの
と示唆された。また、20年規模の周期変動は、165E線（42.5°N～30°N）でも検出された。このことは、親
潮からのシグナルが 165E線まで伝わっていることを示す。 
西部北太平洋では、広い密度面において O2が減少しており、水塊毎にその要因が異なっていた。また、
その要因は地球温暖化に起因するものがほとんどであり、西部北太平洋を起源とする O2減少シグナルが北
太平洋全体へと広がっていることが示唆された。これらの結果は、地球温暖化の進行とともに海洋の貧酸素
化が進行する可能性を示すものである。 
